
正三］
中中村自治会会員の皆様

平成29年　3　月30日

（平成28年度）

中中村自治会長　斉藤　修

自治区内における自転車事故事例に関するご報告

自治会会員の皆様には、日頃より自治会活動にご理解とご協力を賜り感謝申し上げます。

さて、中中村自治区内において発生した自転車事故につきまして、以下のとおりご報告させ

ていただきます。

本件につきましては、自治会会員様より、事故現場の見通しが悪く、事故再発の可能性が高く

改善策を講じられないものかと、自治会班長を通じて、中中村自治会にご連絡をいただきました。

自治会と致しましては、安全対策に向けて、関係各所に対して働きかけを行っていますが、諸般

の事情により、改善策の実施には至っておりません。

引き続き、関係各所と改善に向けての相談等を行ってまいりたいと思います。

自治会会員の皆様におかれましては、交通安全に心かけ、事故の被害者・加害者にならない

よう、交通ルール／マナーを守り、十分に注意していただきますようお願い申し上げます。

また、自治区内において発生した事故や危険と思われる場所等につきましては、自治会内で

情報を共有させていただきたく、各班班長までご連絡の程、よろしくお願い致します。

今後とも自治会活動にご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。

【自転車事故事例】

発生場所　　小山ケ丘1－14付近

発生状況　　現場には、住宅街から道路の歩道に出る階段があり、

その階段を下りてきた児童が、坂道の歩道を下ってきた自転車と衝突。

現場は、見通しが悪く、階段側からも歩道側からも相手が見えない状況。

ケース①　　発生日　　　　　　平成28年6月

加害者　　　　　　（詳細不明）

被害者　　　　　　児童（10歳）

被害状況　　　　　坂道の歩道を下ってきた自転車と衝突。

脳震渥により救急車にて病院に搬送、しばらく入院。

ケース②　　発生日　　　　　　平成28年9月

加害者　　　　　　（詳細不明）

被害者　　　　　　児童（9歳）

被害状況　　　　　坂道の歩道を下ってきた自転車と衝突。

転倒によりひざを打撲。

以上


